
１．
「
公
共
の
福
祉
」
を
な
ぜ

「
公
益
及
び
公
の
秩
序
」
と
変
え

る
の
か
？

憲
法
改
正
草
案
は
、
自
由
や
権
利
を

制
限
す
る
も
の
と
し
て
、
現
行
憲
法
に

あ
る
「
公
共
の
福
祉
」
を
排
除
し
、
全

て
「
公
益
及
び
公
の
秩
序
」
と
言
い
換

え
た
。
そ
の
結
果
、
12
条
で
は
、「
自
由

及
び
権
利
」
は
、「
常
に
公
益
及
び
公
の

秩
序
に
反
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
し
、

13
条
の
「
生
命
、
自
由
及
び
幸
福
追
求

に
対
す
る
国
民
の
権
利
」、
21
条
の
「
表

現
の
自
由
」、29
条
の
財
産
権
に
つ
い
て
、

「
公
益
及
び
公
の
秩
序
」
で
制
約
を
加
え

て
い
る
。
こ
れ
は
、
何
を
意
味
す
る
の

だ
ろ
う
か
。

現
行
憲
法
で
は
、
基
本
的
人
権
で
あ

る
自
由
や
権
利
は
天
賦
の
人
権
で
あ
り
、

「
侵
す
こ
と
の
で
き
な
い
永
久
の
権
利
」

で
あ
る
（
現
行
97
条
）。
従
っ
て
、
こ
れ

を
上
か
ら
抑
制
す
る
も
の
は
あ
り
得
な

い
が
、
他
の
権
利
と
競
合
・
衝
突
す
る

こ
と
が
あ
り
、
こ
の
時
は
最
低
限
の
制

約
を
受
け
る
の
も
止
む
を
得
な
い
と
し

て
、
こ
れ
を
「
公
共
の
福
祉
」
に
よ
る

制
限
と
す
る
。

例
え
ば
表
現
の
自
由
は
最
大
限
に
尊

重
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
人
の
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
と
衝
突
す
る
時
が
あ
る
。
こ

の
時
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
を
許
す
表

現
の
自
由
は
認
め
ら
れ
ず
、「
公
共
の
福

祉
」
に
よ
る
最
低
限
の
制
約
を
受
け
る

（
財
産
的
自
由
は
、
こ
れ
と
は
別
の
制
約

が
加
わ
る
）。
い
つ
ど
う
制
約
を
受
け
る

か
は
、
権
利
が
衝
突
し
た
時
の
解
決
の

た
め
の
、
あ
く
ま
で
も
個
別
判
断
で
あ

る
。

と
こ
ろ
が
「
公
益
及
び
公
の
秩
序
」

に
よ
る
制
約
は
、
こ
れ
と
は
質
的
に
異

な
る
。
一
般
的
、
前
提
的
に
上
か
ら
下

へ
の
制
約
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
自
由
や

権
利
に
優
先
し
て
、「
公
益
」
や
「
公
の

秩
序
」
が
常
に
存
在
す
る
と
う
い
う
考

え
に
基
づ
く
。

天
賦
人
権
論
で
は
、
前
号
で
説
明
し

た
と
お
り
、
人
権
は
、「
人
が
自
分
の
責

任
で
真
理
を
追
究
す
る
生
来
の
権
利
」

で
あ
る
。
人
が
生
き
て
い
く
た
め
に
は
、

「
公
益
及
び
公
の
秩
序
」
を
尊
重
す
べ
き

で
あ
る
が
、
尊
重
す
べ
き
「
公
益
」
と

は
何
か
、「
公
の
秩
序
」
と
は
何
か
を
、

自
分
の
責
任
で
自
由
に
考
え
る
こ
と
こ

そ
が
人
権
の
発
動
で
あ
り
、「
公
益
」
や

「
公
の
秩
序
」
は
思
考
の
対
象
で
あ
っ
て

も
、
こ
れ
ら
が
思
考
自
体
に
制
約
を
加

え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
従
っ
て
、
人

権
が
「
公
益
及
び
公
の
秩
序
」
の
制
限

を
受
け
る
と
い
う
の
は
、
天
賦
人
権
論

で
は
自
己
矛
盾
で
あ
る
。

そ
こ
で
守
旧
派
は
前
稿
で
説
明
し
た

通
り
、
天
賦
人
権
論
を
表
明
し
た
第
97

条
を
全
面
的
に
排
除
し
た
。
守
旧
派
に

と
っ
て
は
、
国
民
が
真
理
を
追
究
し
、

「
公
益
」
と
は
何
か
、「
公
の
秩
序
」
と

は
何
か
を
追
究
す
る
な
ど
は
生
意
気
な

こ
と
で
あ
り
、「
公
益
」
や
「
公
の
秩
序
」

は
、
考
え
る
対
象
で
は
な
く
、
従
順
に

従
う
べ
き
も
の
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
こ

そ
が
、
改
正
草
案
の
、
基
も
根
本
的
な

理
念
で
あ
り
、
世
界
観
で
あ
る
。

２．

改
正
草
案
の
人
権
保
護
は

明
治
憲
法
と
全
く
同
じ

唐
突
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
「
安
寧
秩

序
」
と
い
う
言
葉
を
考
え
て
ほ
し
い
。

こ
れ
と
「
公
益
及
び
公
の
秩
序
」
と
は

同
義
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ま
た
、「
公
の

秩
序
」
と
い
っ
た
場
合
、「
秩
序
」
を
維

持
す
る
も
の
と
し
て
、
そ
こ
に
「
法
律
」

が
入
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

こ
の
二
つ
の
設
問
に
対
す
る
答
え
が

イ
エ
ス
と
な
れ
ば
、
自
民
党
の
改
正
案

は
、
人
権
保
障
の
仕
方
に
つ
い
て
は
明

治
憲
法
と
全
く
同
じ
と
い
う
こ
と
に
な

る
。明

治
憲
法
で
は
、「
法
律
ノ
範
囲
内
ニ

於
テ
」、
居
住
及
び
移
転
の
自
由
（
22
条
）

と
言
論
著
作
印
行
集
会
及
び
結
社
の
自

由
（
29
条
）
が
あ
る
。
ま
た
、「
法
律
ニ

定
ル
場
合
ヲ
除
ク
外
」「
信
書
ノ
秘
密
ヲ

侵
サ
ル
ル
コ
ト
ナ
シ
」（
26
条
）
と
さ
れ

て
お
り
、「
安
寧
秩
序
ヲ
妨
ゲ
ズ
及
臣
民

タ
ル
義
務
に
背
カ
ラ
サ
ル
限
ニ
於
イ
テ
」

信
教
の
自
由
を
有
す
る
（
28
条
）
の
で

あ
る
。
ま
と
め
れ
ば
、
人
権
は
「
法
律
」

や
「
安
寧
秩
序
」
に
反
し
な
い
範
囲
内

で
、
認
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

天
賦
人
権
論
を
排
除
し
た
改
正
草
案

で
は
、
人
権
は
「
公
益
及
び
公
の
秩
序
」

で
制
約
さ
れ
る
と
し
た
が
、
こ
れ
は
、

人
権
を
「
法
律
」
や
「
安
寧
秩
序
」
で

制
限
で
き
る
と
し
た
明
治
憲
法
と
基
本

理
念
で
同
じ
こ
と
に
な
り
、
改
正
草
案

は
、
基
本
的
人
権
の
保
護
の
面
で
は
、

明
治
憲
法
の
レ
ベ
ル
ま
で
退
行
し
た
こ

と
を
意
味
す
る
。

そ
の
結
果
、
改
正
草
案
は
先
進
国
が

共
有
し
て
い
る
基
本
的
人
権
の
基
本
理

念
と
決
別
し
、
世
界
か
ら
孤
立
す
る
こ

と
と
な
る
。
し
か
し
、
守
旧
派
た
ち
は
、

日
本
独
自
の
伝
統
こ
そ
大
事
だ
と
考
え

第44回　自民党の改正草案検証（その２）

気づいたら日本国憲法が明治憲法に代わっていた！

「「 甘甘 ええ 」」 がが 日日 本本 をを 滅滅 ぼぼ すす
どうすれば強い日本を作れるのか

弁護士　金子博人
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■ 随想　「甘え」が日本を滅ぼす

て
い
る
の
で
、
孤
立
し
て
当
然
な
の
だ

ろ
う
。

そ
れ
故
、
現
行
憲
法
の
、「
こ
の
憲
法

が
日
本
国
民
に
保
障
す
る
基
本
的
人
権

は
、
人
類
の
多
年
に
わ
た
る
自
由
獲
得

の
努
力
の
成
果
で
あ
っ
て
」（
97
条
）
な

ど
の
規
定
は
、
と
ん
で
も
な
い
妄
想
だ

と
し
て
全
面
的
に
削
除
さ
れ
た
。

３．

憲
法
は
、
国
民
が
自
分
で

獲
得
し
た
も
の
で
な
い
の
か
？

改
正
草
案
で
は
、「
全
て
国
民
は
、
こ

の
憲
法
を
尊
重
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
の
条
文
を
、
わ
ざ
わ
ざ
創
設
し
た

（
１
０
２
条
）。
こ
れ
は
、
守
旧
派
の
発

想
を
端
的
に
あ
ら
わ
し
て
い
る
。

自
由
と
民
主
主
義
は
、
本
来
国
民
が

そ
の
血
と
汗
で
獲
得
し
た
も
の
で
あ
り
、

そ
れ
が
主
権
在
民
の
根
拠
で
あ
る
。
そ

し
て
憲
法
は
、
主
権
者
た
る
国
民
自
身

が
自
分
で
作
成
し
、
そ
こ
で
主
権
在
民

を
宣
言
し
て
い
る
の
だ
。
従
っ
て
、
主

権
者
で
あ
り
憲
法
の
作
成
者
で
あ
る
国

民
に
対
し
て
、
そ
の
憲
法
を
尊
重
せ
よ

と
い
う
の
は
甚
だ
し
い
自
己
矛
盾
で
あ

る
。従

う
べ
き
は
、
国
民
で
な
く
国
会
議

員
や
国
務
大
臣
、
裁
判
官
そ
の
他
の
公

務
員
で
あ
り
、
国
民
は
、
憲
法
に
従
う

こ
と
を
彼
ら
に
要
求
す
る
立
場
に
あ
る
。

そ
れ
が
主
権
在
民
の
本
来
の
意
味
で
あ

る
。し

か
し
守
旧
派
は
、
こ
の
様
な
考
え

が
大
嫌
い
で
あ
る
。「
国
民
が
自
分
で
憲

法
を
作
っ
た
な
ん
て
と
ん
で
も
な
い
。

生
意
気
な
こ
と
を
言
う
な
。
憲
法
は
与

え
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
国
民
は
従
順

に
そ
れ
に
従
っ
て
い
れ
ば
よ
い
」
と
思

っ
て
い
る
。
憲
法
改
正
に
国
民
の
承
認

が
い
る
こ
と
な
ど
、
そ
れ
は
単
な
る
温

情
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
。

で
は
守
旧
派
は
、
国
民
に
対
し
尊
重

し
大
人
し
く
従
え
と
言
っ
て
い
る
、
そ

の
憲
法
が
拠
っ
て
立
つ
淵
源
は
何
だ
と

思
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

４．

国
民
主
権
は
天
皇
か
ら
の

恩
恵
か
？

現
行
憲
法
の
前
文
で
は
国
政
に
関
し

て
、
国
民
主
権
を
前
提
に
、「
そ
も
そ
も

国
政
は
、
国
民
の
厳
粛
な
信
託
に
よ
る

も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
権
威
は
国
民
に

由
来
し
、
そ
の
権
力
は
国
民
の
代
表
者

が
こ
れ
を
行
使
し
、
そ
の
福
利
は
国
民

が
こ
れ
を
享
受
す
る
。
こ
れ
は
、
人
類

普
遍
の
原
理
で
あ
り
、
こ
の
憲
法
は
、

か
か
る
原
理
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
」

と
、
声
高
々
に
う
た
う
。

し
か
し
、
自
民
党
の
守
旧
派
は
、「
国

政
の
権
威
が
国
民
に
由
来
し
、
国
民
の

厳
粛
な
信
託
に
よ
る
」
と
か
、
こ
れ
が

「
人
類
普
遍
の
原
理
」な
ど
と
い
う
の
は
、

最
も
気
に
い
ら
な
い
の
で
あ
る
。
当
然

の
こ
と
な
が
ら
前
文
の
こ
の
部
分
は
、

改
正
草
案
で
は
全
面
削
除
さ
れ
た
。

守
旧
派
に
と
っ
て
は
、
人
権
は
「
公

益
及
び
公
の
秩
序
」
の
範
囲
内
で
認
め

ら
れ
る
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
り
、
憲
法

も
、「
尊
重
し
な
さ
い
」
と
、
上
か
ら
与

え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
と
な
れ
ば
、

国
民
が
「
国
政
の
権
威
の
主
体
」
と
な

っ
て
、「
国
政
を
信
託
」
で
き
る
わ
け
は

な
い
。
で
は
、
国
政
が
拠
っ
て
立
つ
根

拠
は
何
だ
ろ
う
か
。

そ
の
答
え
は
改
正
草
案
の
前
文
に
あ

る
。
そ
の
前
文
は
、「
日
本
国
は
、
長
い

歴
史
と
固
有
の
文
化
を
持
ち
、
国
民
統

合
の
象
徴
で
あ
る
天
皇
を
戴
く
国
家
で

あ
っ
て
、
国
民
主
権
の
下
、
立
法
、
行

政
及
び
司
法
の
三
権
分
立
に
基
づ
い
て

統
治
さ
れ
る
」
で
始
ま
り
、「
日
本
国
民

は
、
良
き
伝
統
と
我
々
の
国
家
を
末
永

く
子
孫
に
継
承
す
る
た
め
、
こ
こ
に
、

こ
の
憲
法
を
制
定
す
る
」
で
結
ぶ
。

「
国
民
主
権
」
を
言
う
前
に
、
ま
ず
、

「
長
い
歴
史
と
固
有
の
文
化
」、
つ
ま
り
、

「
日
本
固
有
の
伝
統
」
に
思
い
致
し
、

「
国
民
統
合
の
象
徴
で
あ
る
天
皇
を
戴
く

国
家
」
で
あ
る
こ
と
を
認
識
す
べ
き
で
、

こ
れ
を
前
提
に
「
国
民
主
権
」
が
あ
る

と
い
う
の
だ
。
そ
し
て
、
子
孫
に
継
承

す
る
の
は
、
国
民
主
権
で
な
く
、「
良
き

伝
統
」
だ
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

要
す
る
に
、
守
旧
派
に
と
っ
て
は
、

「
国
民
主
権
」
な
ど
は
「
伝
統
」
に
基
づ

い
て
初
め
て
存
在
す
る
も
の
で
あ
り
、

そ
の
「
伝
統
」
は
、「
国
民
統
合
の
象
徴

で
あ
る
天
皇
を
戴
く
」
こ
と
こ
そ
、
そ

の
根
本
で
あ
る
と
い
う
の
だ
。
端
的
に

言
え
ば
、
国
民
主
権
も
国
政
も
、
天
皇

を
戴
く
、
そ
の
恩
恵
の
も
と
に
あ
る
と

い
う
の
が
彼
ら
の
発
想
で
あ
ろ
う
。
と

な
れ
ば
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
子
孫
に

受
け
継
ぐ
の
は
「
良
き
伝
統
」
で
あ
り
、

そ
れ
を
引
き
継
ぎ
さ
え
す
れ
ば
、
そ
こ

か
ら
国
民
主
権
も
、
自
由
や
権
利
も
、

自
ず
か
ら
出
て
く
る
と
い
う
こ
と
に
な

る
。も

ち
ろ
ん
、
改
正
草
案
で
は
第
１
条

で
天
皇
を
「
元
首
」
と
す
る
こ
と
に
し
、

恩
恵
の
淵
源
を
確
固
た
る
も
の
と
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
元
首
た
る
天
皇
の
下
で
、

日
本
国
民
は
天
皇
を
戴
く
日
本
の
「
良

き
伝
統
」
の
下
に
国
民
主
権
を
与
え
ら

れ
、
伝
統
に
基
づ
く
「
公
益
及
び
公
の

秩
序
」
の
許
す
範
囲
内
で
人
権
を
与
え

ら
れ
て
い
る
と
い
う
世
界
観
が
明
確
と

な
る
。

こ
の
様
に
み
れ
ば
、
改
正
草
案
が
日

本
国
憲
法
の
改
正
で
は
な
く
、
国
民
が

「
気
が
つ
か
な
い
う
ち
に
」
明
治
憲
法
に

立
ち
か
え
る
こ
と
を
狙
っ
て
い
る
こ
と

が
明
確
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

私
が
こ
の
原
稿
を
書
い
て
い
る
そ
の

時
に
、
自
民
党
の
副
総
理
麻
生
太
郎
の

次
の
よ
う
な
発
言
が
報
道
さ
れ
た
。「
気

づ
い
た
ら
、
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
が
ナ
チ

ス
憲
法
に
変
わ
っ
て
い
た
。
誰
も
気
づ

か
な
い
で
変
わ
っ
た
。
あ
の
手
口
に
学

ん
だ
ら
ど
う
か
」
と
。
彼
は
毛
並
み
が

い
い
の
で
、
本
音
を
隠
せ
な
い
の
で
あ

ろ
う
。

金
子
博
人

（
か
ね
こ
・
ひ
ろ
ひ
と
）

金
子
博
人
法
律
事
務
所
。
弁
護
士
。
早
稲
田
大
学
法

学
部
卒
業
、
同
大
学
院
修
士
課
程
（
商
法
）
終
了
。

１
９
７
７
年
４
月
弁
護
士
開
業
。
国
際
旅
行
法
学
会

（
Ｉ
Ｆ
Ｔ
Ｔ
Ａ
）
会
員
。
大
東
文
化
大
学
法
科
大
学

院
、
日
本
大
学
法
科
大
学
院
講
師
。
市
場
取
引
監
視

委
員
会
委
員
（
東
京
工
業
品
取
引
所
）。
日
本
プ
ラ

イ
ム
リ
ア
ル
テ
ィ
投
資
法
人
執
行
役
員
。



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

掲載内容の無断転載・転用を固く禁じます。 

 

金子博人法律事務所 

〒104-0061 東京都中央区銀座8丁目10番4号 和孝銀座8丁目ビル7階 

http://www.kaneko-law-office.jp 
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